
随
者
随
一
順
事
理
一
無
レ
ニ
無
し
別
。
喜
是
慶
レ
己
慶
レ
人
。
聞
二
深
奥
法
一
順
し
理
有
二
実
功
徳
一
。
順
し
事
有
一
朧
功
徳
一
。
慶
レ
己
有
二
智
慧
一
。

す
）

慶
レ
人
有
二
慈
悲
一
。
権
実
智
断
合
而
説
し
之
。
故
言
一
随
喜
功
徳
品
一
・

と
し
て
、
理
・
事
・
実
・
権
・
智
慧
・
慈
悲
合
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
更
に
こ
れ
は
、
仏
の
本
地
の
深
遠
な
る
を
聞
い
て
信
順
し
て
逆

ら
わ
な
い
の
が
順
理
で
、
仏
の
三
世
の
益
物
は
一
切
処
に
遍
す
る
を
聞
い
て
一
毫
の
疑
も
な
く
深
理
に
即
し
て
広
事
に
達
し
不
二
に
し
て

（
屯
且
）

随
喜
功
徳
品
は
分
別
功
徳
品
が
滅
後
の
五
品
の
一
つ
と
し
て
説
示
し
た
初
随
喜
に
つ
い
て
、
詳
述
し
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
随
喜
功
徳
品
は
、
梵
文
法
華
経
の
Ｐ
目
日
８
習
働
‐
冒
葛
”
当
時
号
綴
も
且
§
風
呂
を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
如
来
の
教
説

（
２
）

に
随
順
し
て
違
わ
ず
聞
い
て
心
に
喜
び
を
生
ず
る
こ
と
の
功
徳
に
関
す
る
章
を
意
味
す
る
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
随
喜
と
は
、
仏

の
教
え
を
聞
い
て
こ
れ
に
随
順
し
、
そ
こ
に
喜
び
を
生
ず
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。

『
法
華
文
句
』
は
こ
れ
を

随
喜
功
徳
品
に
っ

○
口
四
口
巨
討
目
○
・
四
口
画
己
宮
口
望
脚
０
回
時
。
①
笛
１
℃
画
国
ぐ
画
風
画
壷

●

●

1

い

望
月
海
淑

て

（23）



而
も
二
な
る
こ
と
の
信
解
を
随
と
い
う
の
だ
と
説
い
て
い
る
。

と
し
て
、
通
・
別
の
随
喜
を
あ
げ
て
い
る
が
、
『
法
華
経
疏
』
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
が
「
随
喜
法
」
と
「
随
喜
人
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

前
者
は
法
華
経
に
順
じ
て
歓
喜
を
生
ず
れ
ば
金
剛
般
若
で
信
心
し
て
逆
ら
わ
な
く
な
り
、
後
者
は
法
華
経
を
受
持
し
乃
至
解
脱
す
る
を
見

（
尽
凹
）

て
歓
喜
を
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

随
者
順
従
之
名
。
喜
者
析
悦
之
称
。
身
心
順
従
深
生
二
折
悦
一
。
以
レ
此
為
し
因
生
二
功
徳
果
一
・
此
品
広
明
故
名
二
彼
品
一
・
随
し
所
二
聞
思
修
一

で
）

皆
生
一
随
喜
心
一
・
論
経
従
レ
初
但
説
し
聞
故
。

と
、
身
心
の
順
従
に
よ
っ
て
恢
悦
の
果
が
生
ず
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
更
に
、
自
ら
随
喜
を
生
ず
る
の
象
な
ら
ず
亦
、
人
に
も
教
え

（
７
）

勧
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
先
師
の
所
説
に
よ
る
と
、
法
華
経
を
深
奥
の
法
と
し
、
こ
れ
は
絶
対
な
る
法
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
随
う
べ
き
で
あ
る
が
、
随

う
と
い
う
の
は
や
み
く
も
で
は
な
く
、
事
理
や
覚
り
や
聞
思
修
す
る
と
こ
ろ
に
随
う
と
い
う
か
ら
、
そ
れ
は
単
に
感
情
的
な
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
法
を
聞
き
得
た
と
い
う
こ
と
に
自
ら
大
い
な
る
喜
悦
が
生
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
法
の
存
在
、
法
の
見
聞
と
随
喜
と
は
不
二
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
法
華
経
に
対
し
て
の

ひ
た
す
ら
な
心
・
信
解
こ
そ
が
、
随
喜
功
徳
に
お
い
て
あ
る
べ
き
心
の
あ
り
方
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

『
法
華
玄
論
』
は

随
喜
有
三
一
種
一
・

随
而
歓
喜
。
故
名

『
法
華
玄
讃
』
は
、

（
４
）

故
名
一
別
随
喜
一
。

一
通
随
喜
若
見
若
聞
若
覚
若
知
三
他
所
二
作
福
一
。
皆
随
而
歓
喜
謂
二
通
随
喜
一
。
二
者
別
随
喜
者
。
且
拠
レ
聞
二
法
華
経
一
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と
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
妙
法
華
経
が
随
喜
の
心
を
起
す
と
な
し
た
の
は
、
号
毒
冒
口
匡
日
ｏ
８
国
亀
目
建
の
訳
で
あ
る
こ
と
に
な

り
、
而
し
て
、
深
信
解
相
と
訳
し
た
も
の
は
、
且
底
箇
箇
急
旦
冨
目
色
穴
冨
で
あ
り
、
正
法
華
経
は
こ
れ
を
誹
誇
せ
ず
歓
楽
受
持
す
れ
ば
と

し
、
如
来
の
た
め
に
擁
護
せ
ら
る
る
と
こ
ろ
と
な
る
と
訳
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
、
法
門
を
聞
い
て
と
語
ら
れ
る
か
ら
、
随

喜
し
一
心
に
信
解
せ
る
人
々
の
対
象
は
法
門
で
あ
り
、
法
華
経
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
法
華
経
に
対
し
て
心
か
ら
把
握
し
、
自

己
の
身
心
を
ま
か
せ
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
、
そ
れ
は
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
捉
ら
え
る
時
に
、
正
法
華
経
の
意
訳
の

意
味
が
生
き
て
理
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
て
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
こ
の
随
喜
す
る
で
あ
ろ
う
も
の
は
一
心
に
信
解
せ
る
も
の
で
あ
る
、
と
随
喜
が
信
解
と
同

分
別
功
徳
品
は
後
半
に
お
い
て
、
如
来
の
滅
後
に
お
け
る
あ
り
方
に
言
及
し
初
随
喜
を
語
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

（
８
）

如
来
滅
後
若
聞
一
是
経
一
。
而
不
二
穀
呰
一
起
一
随
喜
心
一
。
当
し
知
已
為
二
深
信
解
相
一
・

と
示
さ
れ
て
、
随
喜
の
心
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
の
正
・
梵
両
法
華
経
は
そ
れ
ぞ
れ
、
（
９
）

如
来
滅
度
後
族
姓
子
女
。
聞
二
此
経
巻
一
亦
不
一
誹
誘
一
。
歓
楽
受
持
・
則
為
二
如
来
一
所
し
見
一
擁
護
一
。

“
凰
冒
宍
冨
旨
己
目
閏
鈩
芦
煙
敵
国
四
日
國
富
目
且
毒
箇
綴
怠
口
置
目
鼻
融
口
汽
昌
砦
匡
可
習
函
忌
昌
蔚
厨
房
侭
騨
尉
冨

（
皿
）

９
国
凰
弓
其
尉
誌
日
脚
召
Ｑ
底
日
日
平
口
胃
］
凶
壁
画
日
野
貝
ぐ
倒
口
、
冒
胃
涛
滞
己
亀
四
口
ご
員
薗
国
＆
す
ず
望
画
ご
昌
昌
８
画
営
選
四
口
は

（
し
か
し
実
に
ア
ジ
タ
よ
如
来
の
完
全
な
浬
藥
の
後
、
こ
の
法
門
を
聞
い
て
捨
て
ず
随
喜
す
る
で
あ
ろ
う
善
男
子
を
、
私
は
一
心
に
信

解
せ
る
も
の
と
語
る
）

2

（25）



（
如
来
の
滅
後
に
こ
の
法
門
を
説
き
語
ら
れ
て
い
る
の
を
聞
い
て
、
比
丘
比
丘
尼
、
男
の
信
者
女
の
信
者
、
少
年
少
女
は
聞
い
て
随
喜

す
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
彼
は
聞
い
て
随
喜
し
、
随
喜
し
て
他
の
も
の
に
語
っ
た
。
彼
は
聞
い
て
随
喜
し
…
…
）

と
し
て
、
随
喜
（
勧
助
）
と
訳
さ
れ
た
も
の
は
、
§
こ
く
目
且
で
あ
り
、
随
喜
は
ま
た
こ
の
法
門
（
法
華
経
）
を
聞
く
と
い
う
こ
と
に
よ

っ
て
お
こ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

列
に
し
て
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
更
に
、
随
喜
功
徳
品
に
お
け
る
随
喜
に
関
す
る
説
示
を
見
る
と
、

如
来
滅
後
。
若
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
。
及
余
智
者
若
長
若
幼
。
聞
二
是
経
一
随
喜
已
。
…
…

（
、
）

復
行
転
教
。
余
人
聞
已
亦
随
喜
転
教
。

と
し
て
、
五
十
展
転
随
喜
の
功
徳
を
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
正
法
華
経
は
、

如
来
滅
度
後
其
有
し
聞
二
是
所
説
経
一
者
。
若
比
丘
比
丘
尼
清
信
士
清
信
女
。
男
子
女
人
大
小
春
属
。

為
二
父
母
宗
室
一
歎
詠
。
聞
二
大
士
言
一
亦
読
代
し
喜
・
所
可
聞
知
展
転
相
伝
。
不
見
法
師
威
容
色
貌
。

と
あ
り
、
梵
文
法
華
経
は

梵
文
法
華
経
は

…
…

ｂ
ｅ

薗
普
凶
隠
冨
亀
画
冨
昌
巨
ｇ
『
冨
亀
ｇ
〕
四
ョ
・
彦
胃
日
脚
１
息
尉
再
幽
昌
脚
昌
号
欝
閏
昌
脚
口
画
ｇ
闇
昌
冒
禺
幽
曾
四
日
目
四
目
野
包
巨
鼠
・
ず
旨
涛
ｌ

●

◆

⑫
匡
制
ぐ
”
ず
画
一
丙
如
匡
恒
国
ぐ
○
℃
蝉
の
四
丙
◎
ぐ
○
℃
画
里
丙
幽
ぐ
画
く
一
一
．
脚
１
℃
巨
司
屋
や
◎
ぐ
”
丙
巨
両
目
勵
吋
“
宍
◎
ぐ
凹
丙
巨
口
】
凶
昼
汽
働
く
脚
癖
吋
巨
行
ぐ
働
○
蝉
ぴ
ぽ
望
画
目
匡
Ｉ

ｇ
ｏ
Ｑ
①
丘
…
・
・
・
８
．
宮
昌
画
昌
野
昌
ぐ
凶
・
ロ
日
昌
○
国
①
厨
四
国
自
画
。
Ｑ
望
画
８
℃
宮
口
閏
四
国
罠
用
日
脚
四
８
丙
盤
圃
一
の
ｏ
・
凰
望
四
日
脅
昌
ぐ
画

（
蝿
）

や
口
巨
Ｈ
旨
○
口
①
蔵
四
画
目
匡
尉
目
Ｃ
Ｑ
田
圃
。
。
：
。
．

随
レ
カ
演
説
。

聞
巳
勧
助
。
…
…
為
し
人
解
説
。
若

逼
）

若
転
学
者
代
之
勧
助
。

是
諸
人
等
聞
已
随
喜

（26）



と
あ
り
、
正
・
梵
両
法
華
経
は
、

と
語
っ
て
一
句
一
偶
な
り
と
も
陸

さ
ら
に
は
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
、
法
門
か
ら
言

す
な
わ
ち
法
師
品
の
冒
頭
に
は
、

聞
二
妙
法
華
経
一
偶
一
句
一
・
了

と
い
う
言
葉
が
見
え
、
し
か
も
》 一

句

聞
一
二
頌
一
偶
一
。
一

と
し
、
梵
文
法
華
経
は

は
、

●
甲
も

む
四
吋
四
目
ロ
卸
吋
脚
１
閂
画
く
①
桓
凹
勺
匡
Ｈ
匡
如
画
涛
。
Ｑ
ぽ
い
Ｈ
目
色
１
℃
四
句
竜
働
琶
画
・
煙
口
圃
箇
①
汽
凹
’
ぬ
画
舜
彦
腎
旨
卸
ロ
］
⑦
丙
画
１
℃
画
且
四
目
四
℃
唱
伽
冒
昌
昌
○
口
受
煙
。
色

（
聰
）

其
聞
一
是
経
一
句
一
偶
一
勧
助
代
喜
。

（
肥
）

己
匡
包
望
画
討
巨
口
吊
画
の
画
く
凹
蝕

そ
し
て
五
十
番
目
の
人
に
関
し
て

（
卿
）

不
し
如
下
…
聞
二
法
華
経
一
偶
一
随
喜
功
徳
上
。

●

竜
四
月
脚
の
胃
脚
昌
口
卸
刷
四
旦
黒
画
邑
薗
蟹
①
宍
哩
凰
唄
騨
彦
画
吟
具
凹
丙
“
１
℃
画
・
関
口
画
凰
野
屋
国
昌
昌
画
胃
ぐ
四
℃
匡
口
四
円
四
口
箇
箇
①
丙
画
１
９
耳
９
１

●
■
８

（
法
門
か
ら
一
偶
一
句
を
順
次
に
聞
い
た
人
さ
え
随
喜
す
れ
ば
功
徳
を
生
ず
る
）

唱
て
一
句
一
偶
な
り
と
も
随
喜
す
れ
ば
、
と
い
う
あ
り
方
を
明
示
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
随
喜
が
信
解
と
同
列
の
説
示
は
、
こ
と

（
蝿
）

一
発
意
頃
歓
喜
歓
助
。

（
Ⅳ
）

句
一
・
乃
至
一
念
随
喜
者
。

し
か
も
こ
の
言
葉
は
再
度
く
り
返
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

一
偶
を
聞
い
て
随
喜
す
れ
ば
と
い
う
表
現
に
よ
く
類
似
し
た
も
の
は
、
法
師
品
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
正
法
華
経
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法
師
品
は
こ
の
よ
う
な
説
示
に
つ
れ
て
五
種
法
師
の
あ
り
方
を
の
べ
、
如
来
滅
後
に
法
華
経
の
一
句
偶
を
説
示
す
る
こ
と
を
勧
め
、
そ

れ
を
な
す
人
は
如
来
の
使
で
あ
り
、
如
来
を
肩
に
す
る
人
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
分
別
功
徳
品
の
内
容
に
似
た
も
の

を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
分
別
功
徳
品
の
表
現
を
見
て
い
く
と
、
一
念
信
解
を
語
り
、
更
に
こ
れ
に
つ
い
て
偶
で
再
説
を
す
る
と
こ
ろ
に
、

（
釦
）

聞
三
我
説
一
寿
命
一
乃
至
一
念
信
其
福
過
二
於
彼
一

と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
正
法
華
経
は

（
副
）

其
聞
二
仏
寿
限
一
一
時
歓
喜
信
此
徳
為
二
最
上
一

と
の
べ
同
様
の
意
を
伝
え
て
お
り
、
梵
文
法
華
経
に
は
、

（
理
）

“
冒
昌
８
日
四
日
”
旨
脅
晨
乱
９
国
く
ぎ
ｇ
貝
匡
ｇ
》
凰
乱
一
禺
四
爾
呂
“
冒
凰
野
呂
鼻
騨
目
烏
冒
冒
葛
画
昌
目
自
薗
百
日
一
一

（
女
で
あ
れ
男
で
あ
れ
、
私
の
寿
量
を
聞
い
て
一
瞬
間
で
も
信
ず
れ
ば
、
そ
の
功
徳
は
無
限
で
あ
る
）

で
あ
っ
て
、
一
念
信
、
一
時
歓
喜
信
と
訳
さ
れ
た
も
の
は
臂
四
目
園
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
法
師
品
・
随
喜
功
徳
品
で
は

随
喜
“
ご
匡
日
ｏ
ｓ
ｍ
と
な
さ
れ
る
も
の
が
、
こ
こ
で
は
信
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
て
、
分
別
功
徳
品

は
右
の
文
章
に
引
き
続
い
て
、
「
深
心
須
曳
信
」
「
信
楽
大
法
誼
」
「
且
ご
日
巨
ｇ
ｇ
昌
匡
毎
日
冨
日
」
と
表
現
し
て
、
こ
こ
で
は
信
に
あ

と
な
さ
れ
て
お
り
、

出
来
る
で
あ
ろ
う
。

（
明
）

ロ
凹
旦
①
口
唖
口
弓
四
口
匡
尉
目
。
Ｑ
詳
画
員
］
』
・
画
閂
目
印
画
計
吋
画
ヨ

（
こ
の
集
り
に
お
い
て
、
こ
の
経
典
の
た
だ
一
偶
で
も
聞
く
か
、
た
だ
一
句
で
も
聞
く
か
、
或
は
一
心
を
生
じ
随
喜
を
し
た
だ
け
で
）

な
さ
れ
て
お
り
、
妙
法
蓮
華
経
同
様
に
や
は
り
一
心
を
生
じ
と
い
う
一
句
を
除
け
ば
、
随
喜
功
徳
品
の
説
示
に
似
た
表
現
見
る
こ
と
が
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た
る
も
の
が
且
置
日
巨
富
一
で
あ
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
野
画
＆
颪
と
且
冨
日
ロ
冨
一
と
の
相
違
は
微
妙
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
と

も
に
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
に
対
す
る
心
の
あ
り
方
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
箇
所
で
の
且
冨
白
鳥
昼

の
使
用
に
際
し
て
は
、
疑
惑
ぐ
ざ
旨
８
脚
動
揺
且
冒
分
別
自
画
昌
目
“
を
捨
て
よ
（
妙
・
無
有
一
切
諸
疑
悔
、
正
・
棄
損
猶
予
諸
思

想
事
）
と
な
さ
れ
て
お
り
、
一
個
人
の
思
慮
・
判
断
な
ど
を
離
れ
て
あ
り
の
ま
ま
に
も
の
を
見
る
と
い
う
仏
の
も
の
の
見
方
に
立
つ
べ
き

（
麓
）

こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
信
解
は
対
象
に
対
し
て
明
確
に
決
定
す
る
心
作
用
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
て
分
別
功
徳
品
で
は
前
掲
の
よ
う
に
、
随
喜
と
信
解
と
が
同
列
に
し
て
語
ら
れ
て
も
い
る
の
で
、
こ
こ
で
の
随
喜
は
信
解
と
い

う
あ
り
方
を
基
盤
に
お
い
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
中
国
の
先
師
の
事
理
や
覚
り
等
に
随
喜
は
随
う
と
す
る
見
方
も
こ
こ

に
理
由
が
存
す
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
随
喜
功
徳
品
の
随
喜
が
分
別
功
徳
品
の
見
方
を
そ
の
ま
ま
に
う
け
た
も
の
か
ど
う
か
に
は
疑

布
施
浩
岳
博
士
に
よ
る
と
、
法
師
品
の
一
念
随
喜
は
無
条
件
授
記
で
あ
り
、
授
学
無
学
人
記
品
以
前
に
お
け
る
条
件
附
授
記
と
は
趣
き

を
異
に
し
て
お
り
、
妙
法
華
経
に
聞
妙
法
華
経
一
偶
一
句
と
あ
る
の
も
、
梵
本
に
は
嵐
四
日
の
目
国
昌
と
あ
る
の
象
で
経
名
は
出
て
い
な

い
、
等
を
挙
げ
、
更
に
以
前
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
書
写
く
］
涛
昏
が
説
か
れ
、
廟
８
群
旨
の
建
立
供
養
礼
拝
が
力
説
さ
れ
て
い
る
等
の

こ
と
か
ら
、
法
師
品
は
前
の
授
学
無
学
人
記
品
等
に
接
続
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
第
二
期
成
立
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
の
べ

て
い
る
。
更
に
、
博
士
は
随
喜
功
徳
品
に
つ
い
て
も
、
こ
の
品
は
法
華
経
を
高
調
し
そ
の
前
の
分
別
功
徳
品
が
如
来
寿
量
品
を
高
調
す
る

の
と
は
調
子
を
異
に
し
、
滅
後
の
随
喜
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
法
師
品
・
分
別
功
徳
品
に
似
て
は
い
て
も
、
分
別
功
徳
品
が
如
来
寿
量
品

問
が
存
す
る
。

3
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そ
こ
で
こ
れ
ら
の
点
を
法
華
経
実
践
の
あ
り
方
を
説
い
た
と
す
る
五
種
法
師
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
◎

五
種
法
師
に
関
す
る
説
示
は
、
法
師
品
・
分
別
功
徳
品
・
法
師
功
徳
品
・
如
来
神
力
品
等
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
の
法
行
は
最

昂
）

初
か
ら
五
種
類
の
も
の
に
決
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
、
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
諸
品
を
妙
法
華
経
に
見
る
限
り
、
そ
れ
は

す
な
わ
ち
、
法
師
品
が
第
二
期
（
新
層
）
の
成
立
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
両
博
士
の
意
見
は
一
致
す
る
の
で
あ
る
が
、
随
喜
功

徳
品
に
関
し
て
は
、
全
く
相
反
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
う
る
。
こ
の
相
異
は
鈴
木
博
士
が
随
喜
功
徳
品
を
説
示
の
内
容
だ
け
か
ら
と
り
あ

げ
た
の
に
対
し
て
、
布
施
博
士
が
そ
こ
に
使
用
さ
れ
て
い
る
書
写
行
の
有
無
な
ど
の
点
検
か
ら
な
さ
れ
た
結
果
か
ら
生
じ
た
も
の
と
思
わ

の
流
通
分
で
あ
る
に
反
し
、
随
喜
功
徳
品
は
純
然
た
る
法
華
経
の
流
通
分
で
あ
る
と
し
、
更
に
塔
観
の
発
達
に
お
け
る
思
想
発
達
上
の
困

難
が
あ
る
上
に
、
分
別
功
徳
品
・
法
師
功
徳
品
等
は
如
来
寿
量
品
と
一
類
の
経
で
あ
る
か
ら
、
随
喜
功
徳
品
が
是
に
連
絡
す
る
た
め
に
は

品
々
の
間
に
入
る
べ
き
余
地
が
な
い
と
し
、
さ
れ
ば
と
て
分
別
功
徳
品
と
併
記
す
る
の
も
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
第
一
類
の
経
に
接
続
し

う
れ
ば
好
都
合
と
し
て
い
る
。
か
く
て
博
士
は
、
随
喜
功
徳
品
は
第
一
類
成
立
の
法
華
経
で
あ
り
、
法
師
品
は
分
別
功
徳
品
と
と
も
に
第

（
塑
）

二
期
成
立
の
法
華
経
で
あ
る
と
な
し
て
い
る
。

し
か
し
、
鈴
木
宗
忠
博
士
は
原
始
分
成
立
の
法
華
経
に
は
古
層
と
新
層
と
が
あ
る
と
し
、
分
別
功
徳
品
は
新
層
に
属
し
、
法
師
品
は
勧

持
・
安
楽
行
品
と
と
も
に
新
古
両
層
の
中
間
に
あ
り
、
随
喜
功
徳
品
は
法
師
功
徳
・
不
軽
菩
薩
と
と
も
に
新
層
の
終
り
に
あ
る
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
新
層
の
結
末
は
、
一
方
で
は
、
法
門
の
功
徳
で
あ
り
、
他
方
で
は
、
法
門
の
付
嘱
で
あ
る
と
し
、
随
喜
功
徳
品
は

心
の
上
か
ら
、
法
門
の
功
徳
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
寿
量
法
門
の
功
徳
を
述
べ
た
分
別
功
徳
品
に
連
続
す
る
の
は
、
適
当
で
あ
る

れ
る
。

盆
）

と
な
し
て
い
る
。
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そ
し
て
、
そ
の
複
雑
さ
の
度
合
い
は
法
師
品
に
お
い
て
最
も
は
な
は
だ
し
く
て
、
そ
こ
で
は
と
て
も
五
種
法
師
と
し
て
五
種
類
に
要
訳

す
る
こ
と
は
不
可
能
な
さ
ま
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
分
別
功
徳
品
は
読
・
調
に
あ
た
る
も
の
が
く
菌
。
の
一
語
で
す
ま
さ

（
”
）

れ
て
い
る
外
は
妙
法
華
経
と
相
通
ず
る
型
態
を
と
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
法
師
功
徳
品
に
至
る
と
更
に
整
理
さ
れ
た
型
を
と
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
五
種
法
師
が
妙
法
華
経
で
示
さ
れ
る
よ
う
な
型
に
定
型
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
少
念
の
年
数
が
か
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
想
起

せ
し
め
、
こ
の
三
品
の
順
で
型
成
せ
ら
れ
た
か
と
想
起
せ
し
め
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
随
喜
功
徳
品
に
は
、
五
種
法
師
に
か
か
わ
る
と
思
わ
れ
る
説
示
が
長
行
の
末
と
偶
の
末
と
に
僅
か
に
あ
ら
わ
れ
る
の

象
で
あ
る
。
ち
な
象
に
そ
れ
を
列
記
す
る
と
、

（
”
）

何
況
一
心
聴
レ
説
読
調
。
而
於
一
大
衆
一
為
し
人
分
別
如
レ
説
修
行
。

（
配
）

何
況
一
心
聴
解
一
説
其
義
趣
一
如
レ
説
而
修
行
其
福
不
レ
可
し
量

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
は
布
施
博
士
の
指
摘
す
る
書
写
行
は
見
え
な
い
。
こ
れ
に
対
す
る
正
・
梵
両
法
華
経
も
そ
れ
ぞ
れ
、

罰
）

何
況
有
し
人
専
精
聴
受
供
養
思
惟
。
而
復
具
足
為
し
人
説
者
。

罰
）

穴
四
呑
口
匡
口
“
Ｈ
１
ぐ
凶
・
○
国
画
昏
の
凹
含
１
宍
『
庁
望
煙
か
『
ロ
ロ
里
幽
歳
の
画
争
‐
丙
『
庁
雷
“
ぐ
幽
○
脚
望
①
詩
の
幽
寸
１
丙
伺
計
望
四
回
①
い
国
電
①
庁
の
画
計
’
６
丙
『
舜
嘗
画
ｐ
Ｈ
画
宍
画
の
画
望
①
Ｑ
騨
一

（
ま
し
て
恭
し
く
聞
き
、
恭
し
く
読
涌
し
、
恭
し
く
説
き
、
恭
し
く
説
く
人
は
い
う
ま
で
も
な
い
）

と
あ
り
、
書
写
行
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
お
ら
れ
な
い
し
、
正
・
梵
法
華
経
の
場
合
の
偶
の
言
葉
は
、
妙
法
華
経
が
説
示
し
た
も
の
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。

受
持
・
読
・
調
・
解
説
・
書
写
の
型
を
備
え
て
い
る
け
れ
ど
も
、
梵
文
法
華
経
に
見
る
場
合
、
こ
の
五
種
法
師
は
か
な
り
複
雑
な
様
相
を

お
び
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
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す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
分
別
功
徳
品
の
初
随
喜
は
、
法
門
に
対
し
随
喜
の
心
を
起
さ
ば
、
そ
れ
は
深
信
解
の
相
で
あ
る
と
し
て
、

随
喜
の
心
が
信
解
と
同
列
に
と
り
扱
わ
れ
て
お
り
、
更
に
一
念
信
解
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
信
解
は
信
野
且
昏
倒
と
相
通

こ
の
よ
う
に
見
る
時
、
目
頭
に
掲
げ
た
、
随
喜
功
徳
品
は
分
別
功
徳
品
が
説
い
た
四
信
五
品
中
の
初
随
喜
に
つ
い
て
詳
述
し
た
も
の
で

あ
る
と
、
す
る
説
は
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
狐
）

尚
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
随
喜
功
徳
品
も
法
師
品
や
分
別
功
徳
品
等
と
同
じ
く
、
如
来
滅
後
と
語
っ
て
お
る
か
ら
同
一
内
容
を
意
味
す
る

と
な
す
こ
と
が
出
来
る
が
、
布
施
浩
岳
博
士
は
、
如
来
滅
後
の
言
葉
は
、
授
学
無
学
人
記
品
中
に
す
で
に
、
漸
入
浬
藥
と
の
べ
ら
れ
て
お

り
、
梵
文
法
華
経
は
こ
れ
を
口
唇
閏
目
角
日
冒
画
冨
舟
尊
画
冒
忠
凰
ご
胃
ぐ
鳶
暑
の
画
呂
寄
胃
日
巨
蔚
掛
目
印
画
目
ｍ
Ｂ
ｇ
ｍ
ｇ
冨
亀
画
建
（
滅

後
に
て
も
法
を
説
き
、
正
法
は
平
等
に
存
続
す
る
だ
ろ
う
）
と
し
て
い
る
の
で
、
随
喜
功
徳
品
は
こ
れ
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指

（
謡
）

摘
し
て
い
る
。

五
種
法
師
に
関
し
て
、
随
喜
功
徳
品
が
持
っ
て
い
る
あ
り
方
は
、
や
は
り
か
な
り
重
大
な
事
柄
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
法
師
品
が

罰
）
壷
）

五
種
法
師
を
語
り
書
写
行
を
の
べ
る
時
、
そ
こ
で
は
、
則
為
二
如
来
一
肩
所
二
荷
担
一
と
し
、
与
二
如
来
一
共
宿
等
と
な
さ
れ
、
分
別
功
徳
品
で

（
鍋
）

も
斯
人
則
為
し
頂
二
載
如
来
一
と
な
さ
れ
て
お
り
、
法
華
経
即
仏
と
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
法
華
経
即
仏
で
あ
る
か

ら
、
経
典
の
書
写
行
に
意
義
が
出
て
来
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
る
に
、
そ
の
分
別
功
徳
品
の
後
を
う
け
た
随
喜
功
徳
品
に
こ
れ
が
な

く
、
逆
に
法
師
功
徳
品
に
書
写
行
が
あ
る
こ
と
は
、
随
喜
功
徳
品
の
説
示
は
分
別
功
徳
品
を
う
け
た
も
の
で
は
な
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。

4
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じ
、
信
の
上
に
立
つ
も
の
で
、
疑
惑
や
動
揺
や
分
別
を
捨
て
た
と
こ
ろ
に
お
い
て
あ
り
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
随
喜
功
徳
品
の
示
す
随
喜
は
、
こ
の
経
を
聞
い
て
随
喜
す
る
な
ら
ば
、
と
い
う
型
で
示
さ
れ
て
お
り
、
随
喜
が
ど
の
よ

う
な
心
の
状
態
、
あ
り
方
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
し
て
法
師
品
が
示
す
随
喜
は
、
法
華
経
を
聞
い
て
一
心
に
随
喜
す
れ
ば
と
し
て
、
随
喜
功
徳
品
の
あ
り
方
よ
り
は
更
に
一
歩
を
進
め

随
喜
な
る
も
の
は
一
心
な
る
心
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
信
解
と
い
う
こ
と
に
こ
と
さ
ら

に
関
連
し
て
説
く
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
主
張
も
生
ず
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
何
故

法
師
品
が
一
心
に
随
喜
す
れ
ば
と
な
し
た
も
の
を
、
分
別
功
徳
品
は
更
に
詳
説
し
た
の
か
と
の
疑
問
も
生
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

で
更
に
、
信
と
信
解
と
が
法
華
経
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
と
り
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
検
く
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
方
便
品
は
舎
利
弗
が
仏
に
む
か
っ
て
法
華
経
を
説
く
こ
と
を
懇
請
す
る
場
面
、
三
止
三
請
が
あ
り
、
そ
れ
に
引
き
続
い
て

五
千
人
の
比
丘
等
が
退
席
す
る
と
い
う
五
千
起
去
が
お
こ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
象
る
と
、
そ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ｌ
Ｉ
１
１
１
Ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
Ｉ
ｌ
認
）

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
か
ら
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

法
華
経
の
信
に
関
す
る
記
述
に
お
い
て
使
用
せ
ら
れ
て
い
る
言
葉
は
、
降
凹
呂
冨
且
匡
日
匡
再
一
頁
画
の
且
餌
等
で
あ
る
が
、
そ
の
大
半

は
野
脚
呂
冨
且
冨
日
巨
宍
感
に
よ
っ
て
説
示
が
展
開
せ
ら
れ
て
来
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
両
語
に
つ
い
て
法
華
経
に
は
使
い
わ
け
が
あ
る

5
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と
し
て
、
妙
法
華
経
の
敬
信
の
語
に
対
し
て
、
信
楽
受
持
奉
行
と
し
て
、
信
が
た
だ
心
の
領
域
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
て
、
仏

の
説
示
を
受
持
し
奉
行
す
る
と
い
う
行
い
に
ま
で
つ
な
が
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
梵
文
法
華
経
は
こ
れ
を
、

弱
）

鼠
凰
ワ
毎
凋
ｇ
ｇ
ｏ
す
ず
塁
冨
日
野
且
号
冴
冨
昌
感
冒
ｇ
言
選
閏
］
ご
且
胃
農
続
冨
邑
感

（
世
尊
が
説
い
た
も
の
を
信
じ
、
到
達
し
、
会
得
す
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
）

と
示
し
て
い
る
か
ら
、
仏
の
説
示
を
た
だ
信
ず
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
、
到
達
固
圖
計
菖
会
得
且
く
胃
呂
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
更
に
こ
の
箇
所
を
重
説
す
る
形
を
と
る
偶
の
中
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

駒
）

妙
…
…
是
会
無
量
衆
有
一
能
敬
信
者
一

（
似
）

正
…
…
恭
粛
安
住
欽
信
慧
誼
斯
之
等
類
必
皆
欣
楽

（
妃
）

梵
・
：
…
野
呂
号
響
冒
閉
目
目
馨
２
隠
蔚
３
隠
日
画
乱
蔵
留
〕
ｇ
匿
滿
号
閏
自
画
目
且
豐
『
苗
昌
尉

（
彼
等
は
善
逝
を
恭
し
く
信
じ
浄
信
し
、
法
の
説
示
を
理
解
す
る
で
あ
ろ
う
）

と
さ
れ
て
、
の
国
登
闘
と
冒
画
閏
崗
目
伽
（
胃
画
出
。
ｅ
と
が
並
記
さ
れ
て
、
妙
法
華
経
に
お
い
て
単
に
敬
信
と
せ
ら
れ
た
も
の
が
、
そ
こ
に

と
ど
ま
る
だ
け
で
は
な
く
て
仏
の
法
に
つ
い
て
の
説
示
の
理
解
に
ま
で
及
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
一
仏
乗
を
開
顕
せ
ら
れ
た
後
、
仏
は
舎
利
弗
に
む
か
っ
て
、

（
訂
）

聞
二
仏
所
説
一
則
能
敬
信
。

と
語
る
が
、
こ
れ
に
対
す
ス

こ
れ
に
対
す
る

仏
に
対
し
た
舎
利
弗
は
唯
願
説
し
之
、
唯
願
説
し
之
と
し
て
、

（
詔
）

悉
当
一
信
楽
。
受
持
奉
行
一
。
正
法
華
経
は
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と
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
仏
乗
を
説
示
す
る
法
華
経
な
れ
ば
こ
そ
、
そ
こ
に
住
む
人
は
信
ず
る
と
い
う
心
の
あ
り
方
以
外
に
道

は
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
て
法
華
経
は
、
こ
の
こ
と
は
現
前
に
仏
が
あ
る
時
に
限
る
と
限
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
仏
滅
後
の
世
の
中
に
お
い
て

（
媚
）

は
、
法
華
経
を
受
持
・
読
諦
し
、
そ
の
義
を
解
る
も
の
は
得
難
い
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
仏
滅
後
に
信
じ
る
こ
と
が
あ
り
得

な
い
理
由
が
、
受
持
者
、
読
諦
者
等
に
な
ら
な
い
と
い
う
時
、
こ
れ
は
「
信
」
と
い
う
こ
と
が
同
時
に
受
持
・
読
調
あ
る
い
は
教
示
に
つ

な
が
る
べ
き
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
て
ゑ
る
と
信
脅
画
＆
菌
と
い
う
も
の
は
、
仏
道
へ
入
る
た
め
の
目
的
で
は
な
く
て

出
発
点
で
あ
り
、
目
的
地
ま
で
こ
の
信
が
保
た
れ
、
そ
れ
が
受
持
・
読
諦
・
教
示
等
の
実
際
の
行
い
に
お
い
て
生
か
さ
れ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

同
じ
方
便
品
は
五
千
起
去
に
際
し
て
、
仏
が
五
千
人
の
人
々
が
退
席
し
た
こ
と
に
つ
い
て
語
っ
た
言
葉
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

（
鞭
）

我
今
此
衆
無
二
復
枝
葉
一
。
純
有
一
真
実
一
。
舎
利
弗
。
如
レ
是
増
上
慢
人
。
退
亦
佳
突
。

亀
）

若
有
三
比
丘
実
得
二
阿
羅
漢
一
。
若
不
レ
信
一
庇
法
一
・
無
し
有
一
是
処
一
。

と
語
る
が
、
こ
こ
に
該
当
す
る
正
・
梵
両
法
華
経
は
そ
れ
ぞ
れ
、

（
“
）

諸
比
丘
為
一
羅
漢
一
者
。
無
し
所
二
志
求
一
諸
漏
已
尽
。
聞
二
斯
経
典
一
而
不
一
信
楽
一
。

勝
昌
腎
属
目
の
厨
。
§
目
冒
芽
曾
男
鳥
駁
◎
冨
旦
ウ
匡
厨
員
胃
彦
自
爾
冒
勝
恩
ぐ
呂
留
ョ
目
烏
冨
ウ
言
蔚
薗
嘗
幽
隠
菌
目
角
日

（
妬
）

号
閏
自
画
ョ
野
呂
§
ご
画
降
画
＆
且
ご
脚

（
舎
利
弗
よ
、
煩
悩
を
尽
し
た
阿
羅
漢
の
比
丘
ら
が
、
如
来
の
面
前
で
、
こ
の
法
を
聞
い
て
信
じ
な
い
と
い
う
こ
と
は
不
要
で
あ
り
、

（
舎
利
弗
よ
、

あ
り
得
な
い
）

（”）



昌
名
四
面
乱
目
①
醗
吋
呑
昌
３
冨
愚
且
８
ｍ
隠
薗
も
富
億
号
野
画
＆
園
ｌ
の
胃
①
日
呉
鍾
冨
函
一
ｍ
且
彦
巨
の
胃
言
巨
胃
勘
蔚
出
目

（
伯
）

山
ウ
昼
自
習
弄
凹
忌
日
胃
Ｑ
さ
巴
閂
画
日
眉
画
日
一

（
舎
利
弗
よ
、
私
の
衆
会
か
ら
不
用
な
者
、
無
益
な
者
は
去
っ
て
い
っ
た
。
す
べ
て
信
に
お
い
て
定
住
し
て
い
る
。
舎
利
弗
ょ
、
こ
れ

ら
増
上
慢
の
者
が
出
て
い
っ
た
の
は
よ
い
こ
と
だ
）

と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
妙
法
華
経
が
純
有
貞
実
と
表
現
し
た
も
の
は
、
信
に
お
い
て
心
が
定
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
こ
こ
で
純
貞
実
と
な
さ
れ
た
人
々
は
、
五
千
人
の
増
上
慢
の
人
々
が
立
ち
去
っ
た
後
も
、
法
華
経
を
聞
こ
う
と
し
て
残
っ
て
い
た

人
々
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
退
亦
佳
と
さ
れ
た
増
上
慢
の
人
盈
の
心
と
は
反
対
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
増
上
慢
の
人
々
は
法
華
経
団
）

を
聞
い
て
も
敬
信
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
仏
が
求
め
る
信
に
対
す
る
反
対
の
あ
り
方
が
増
上
慢
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
信
野
且
昌
圃
に
関
す
る
説
示
は
如
来
寿
量
品
に
お
い
て
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
冒
頭
に
は
仏
が
弥

勒
菩
薩
等
に
む
か
っ
て
信
を
呼
び
か
け
る
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
は

（
副
）

諸
善
男
子
。
汝
等
当
し
信
一
解
如
来
誠
諦
之
語
一
。

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
正
法
華
経
は
、

金
）

諸
族
姓
子
。
悉
当
レ
信
二
仏
誠
諦
至
教
一
。
勿
レ
得
二
猶
予
一
。

で
あ
り
、
そ
の
信
は
猶
予
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
梵
文
法
華
経
は
、

と
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

衆
会
辞
易
有
二
穎
去
一
者
。

と
あ
り
、
梵
文
法
華
経
に
は

こ
れ
に
対
す
る
正
法
華
経
に
は
、

（
岨
）

今
者
。
離
広
大
誼
声
味
所
拘
。
又
舎
利
弗
。
斯
甚
慢
者
退
亦
佳
美
。
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（
認
）

我
等
悉
信
二
如
来
所
詔
一
…
…
正

（
託
）

ぐ
ｇ
四
日
曾
呂
樹
呉
尉
冨
ず
冨
浬
冨
日
“
ず
ロ
詠
国
＆
園
の
私
日
ｇ

（
我
公
は
如
来
の
語
ら
れ
た
も
の
を
信
ず
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
）

と
の
返
事
が
な
さ
れ
て
い
る
。
仏
が
求
め
た
も
の
は
仏
の
教
え
を
た
だ
信
ず
る
と
い
う
あ
り
方
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
法
華
経
の
二
本
の
柱
と
い
わ
れ
る
方
便
品
と
如
来
寿
量
品
に
お
け
る
説
示
の
展
開
に
お
い
て
見
ら
れ
る
も
の
は
、
信

脅
脚
呂
冨
の
強
調
で
あ
り
、
そ
の
信
に
お
い
て
心
が
決
定
さ
れ
る
と
判
断
を
さ
れ
た
時
に
重
要
な
一
仏
乗
と
久
遠
実
成
の
説
示
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
る
時
、
信
は
法
華
経
に
入
る
た
め
の
第
一
の
心
の
あ
り
方
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
す
べ
て
の
も
の
が
展
開
さ
れ
う
る
契
機
と

な
る
も
の
だ
と
判
断
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
て
、
そ
の
信
は
増
上
慢
と
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る

か
ら
、
そ
れ
は
一
人
よ
が
り
や
、
ふ
た
し
か
な
も
の
に
頼
ろ
う
と
し
、
正
論
を
こ
え
て
不
可
思
議
な
も
の
を
信
ず
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
て
、
仏
の
語
に
直
参
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
り
の
ま
ま
に
こ
の
世
を
見
る
と
い
う
仏
教
の
根
本
精
神
に
つ
な
が
る
も
の
で
な
け
れ
ば

翁
）

豊
農
巴
冒
冨
号
厨
ョ
日
の
百
一
号
員
風
呂
昏
泳
国
民
且
冨
号
箇
ョ
圃
昏
画
阻
冨
印
怠
ぴ
言
圃
日
乱
８
畳
ご
農
閏
胃
昌

（
善
男
子
よ
、
如
来
の
真
実
の
言
葉
を
信
ず
べ
し
）

と
な
さ
れ
て
い
る
。
正
法
華
経
の
ゑ
が
勿
得
猶
予
の
語
を
つ
け
加
え
た
の
は
、
信
と
い
う
も
の
は
、
あ
れ
こ
れ
と
迷
う
べ
き
も
の
で
は
な

く
決
定
し
て
い
る
べ
き
心
の
あ
り
方
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
か
く
補
足
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
妙
法
華
経
の
信
解
の
訳
語
は
一
見

且
匡
日
匡
汽
醸
と
理
解
さ
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
梵
文
法
華
経
は
明
白
に
野
口
＆
園
と
し
て
い
る
の
で
こ
れ
は
や
は
り
信
で
あ
ろ
う
。

こ
の
言
葉
は
三
度
く
り
返
さ
れ
、
三
度
と
も
弥
勒
菩
薩
等
に
よ
っ
て
、

こ
の
言
葉
は
三
度
く
り
返
さ
れ
、
（
副
）

我
等
当
し
信
受
二
仏
語
一
…
…
妙
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と
な
さ
れ
て
い
て
、
信
力
堅
固
、
履
懐
信
楽
と
訳
さ
れ
た
も
の
は
信
解
且
冨
日
｛
烏
醸
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
更
に
同
じ
偶
の
中

信
解

が
あ
る
。

な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
以
信
代
慧
と
よ
ば
れ
る
言
葉
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
る
信
は
、
慧
を
不
用
の
も
の
と
す
る
考
え
と
は
逆
で
、

慧
ロ
日
言
凹
に
よ
っ
て
仏
の
境
界
に
到
達
出
来
る
と
考
え
た
『
般
若
経
』
の
説
示
に
関
連
し
て
、
慧
が
体
得
し
よ
う
と
し
た
も
の
を
信
に

よ
っ
て
体
得
し
よ
う
と
す
る
あ
り
方
で
あ
り
、
文
字
通
り
信
が
慧
に
か
わ
る
も
の
で
、
信
と
慧
の
優
劣
を
競
う
も
の
で
は
な
い
と
い
え
よ

う
。
た
だ
し
こ
の
あ
り
方
は
、
仏
の
教
え
に
対
す
る
人
々
の
機
根
の
問
題
（
実
践
論
）
は
考
慮
に
い
れ
な
い
で
、
純
粋
に
教
え
に
相
対
す

る
場
合
の
見
方
で
は
あ
る
。

察
一
諸
群
黎
類
一
世
間

と
示
し
、
梵
文
法
華
経
は

い
）

諸
余
衆
生
類
無
し
有
一
能
雫

こ
れ
に
対
す
る
正
法
華
経
は
、

里
画
の
望
画
圃
昌
（
鉛
）

の
］
の
蔵
寄
騨
倒
迂
一
一

（
か
の
ダ
ル
マ
を
教
示
さ
れ
る
べ
き
人
、
教
示
さ
れ
た
ダ
ル
マ
を
理
解
し
う
る
人
は
、
信
解
に
住
し
て
い
る
菩
薩
た
ち
以
外
に
は
な

且
冨
日
戸
骨
匿
の
使
用
例
を
方
便
品
の
中
に
求
め
る
と
、
十
如
是
を
説
か
れ
た
仏
は
偶
を
の
べ
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
に
次
の
言
葉

（
駒
）

無
し
有
二
能
得
Ｐ
解
除
二
諸
菩
薩
衆
信
力
堅
固
者
一

Ｑ
①
樹
望
①
Ｑ
・
昏
脚
同
国
画
召
。
①
陛
薗
目
。
酔
凰
蔵
口
唇
畔
一
四
口
望
画
禽
い
ず
Ｃ
ａ
冨
印
凹
詳
ぐ
①
ず
ｐ
ｏ
四
Ｑ
冨
再
昌
匡
宍
画
望
画
黒
①

（
艶
）

世
間
無
下
与
等
若
説
一
羅
法
一
時
有
中
能
分
別
解
上
其
惟
有
菫
一
菩
薩
常
履
一
懐
信
楽
一
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と
の
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、

（
副
）

告
二
舎
利
弗
一
安
一
住
所
説
一
唯
仏
具
足
解
達
知
し
彼
最
勝
導
利
悉
暢
二
了
識
一

団
）

望
四
目
の
幽
門
ご
巨
吋
。
の
巨
碩
四
国
哲
己
吋
画
ウ
写
關
騨
①
画
・
三
目
匡
汽
感
１
の
凹
日
ロ
”
ｐ
ｐ
ｍ
ず
ず
い
ぐ
画
匡
厨
司
画

（
舎
利
弗
よ
、
善
逝
が
語
っ
た
も
の
に
信
解
を
具
足
せ
よ
）

と
の
べ
ら
れ
、
こ
こ
で
も
信
解
且
匡
日
〔
房
感
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

前
者
に
お
い
て
は
、
仏
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
法
を
理
解
出
来
る
の
は
信
解
に
住
す
る
菩
薩
だ
け
だ
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
法
（
法

華
経
・
一
仏
乗
）
を
理
解
し
う
る
人
は
、
す
で
に
信
解
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
仏
の
言
葉
を
信
ぜ
よ
と
い
う
あ
り
方
と
は

異
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
後
者
に
お
い
て
は
、
信
ぜ
よ
と
い
う
の
と
同
様
の
あ
り
方
と
も
と

ら
え
う
る
が
、
果
し
て
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。

方
便
品
は
一
仏
乗
を
仏
が
説
示
し
た
後
、
過
去
・
未
来
の
諸
仏
も
こ
の
よ
う
に
法
を
説
い
た
と
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、

圃
）

以
二
無
量
無
数
方
便
種
々
因
縁
警
嶮
言
辞
一
。
而
為
一
衆
生
一
演
一
説
諸
法
一
。

と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
正
法
華
経
も

ａ
）

以
二
権
方
便
若
干
種
数
。
各
各
異
音
開
化
一
切
一
。
而
為
二
説
法
一
皆
興
二
大
乗
一
。

と
示
さ
れ
同
様
の
意
を
伝
え
て
い
る
が
、
梵
文
法
華
経
は
、

望
の
ロ
ぎ
ぎ
毒
目
島
胃
？
凰
己
臥
卑
ぐ
専
苞
冨
胃
目
ｌ
鼠
３
９
１
口
箆
閏
総
息
目
目
ｇ
急
Ｉ
凰
目
胃
下
屋
忌
冨
１
冨
鼠
巴
冨
苛

で
、

（
印
）

舎
利
弗
当
レ
知
諸
仏
語
無
し
異
於
二
仏
所
説
法
一
当
し
生
二
大
信
力
一
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（
鰯
）

国
倒
口
幽
・
冨
日
巨
丙
圃
昌
”
ョ
の
騨
弓
蝕
口
四
日
目
幽
口
画
邑
毒
騨
ぐ
ふ
閻
唱
四
口
胃
ご
駁
四
国
幽
召
急
島
弓
幽
・
塚
閏
目
四
日
・
の
陛
圃
ぐ
画
口
冨
壹

（
彼
等
は
こ
の
世
の
衆
生
た
ち
の
種
々
な
信
解
と
種
々
な
考
え
方
を
知
っ
て
、
種
盈
に
敷
術
し
説
示
し
、
種
々
な
因
縁
と
理
由
と
想
念

と
語
源
的
説
明
と
を
善
巧
方
便
に
よ
っ
て
法
を
説
示
し
た
）

と
し
て
、
種
々
因
縁
警
嶮
言
辞
と
訳
さ
れ
た
の
は
、
衆
生
た
ち
の
心
の
中
の
信
解
且
冨
自
民
感
考
え
方
駁
画
冒
に
理
由
が
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
仏
乗
を
説
示
す
る
に
至
る
ま
で
の
仏
の
種
々
の
説
示
に
関
し
て
語
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
考
え
方

画
綴
冨
と
と
も
に
示
さ
れ
た
信
解
且
冨
日
｛
烏
匿
は
一
仏
乗
以
前
の
教
え
を
聞
い
た
衆
生
が
体
得
し
え
て
い
た
心
の
あ
り
方
を
意
味
す
る

か
ら
、
そ
れ
は
教
え
に
よ
り
到
達
し
得
た
一
つ
の
心
の
境
地
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

厨
）

回
臥
臼
凰
旦
彦
日
日
、
ョ
８
ず
画
毒
ロ
ー
胃
煙
汽
腎
曽
。
且
嵐
目
色
丙
耳
目
画
。
昏
黒
獣
画
望
脚
司
騨
ぐ
四
宮
目
宮
野
昌
一

（
生
き
て
い
る
も
の
た
ち
の
信
解
と
考
え
方
を
知
っ
て
、
沢
山
な
種
類
の
ダ
ル
マ
を
私
は
説
く
）

と
な
し
て
、
衆
生
の
性
欲
と
は
信
解
且
ご
日
巨
胃
一
と
考
え
方
獣
亀
凹
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
農
嵐
目
色
丙
睦
が

侭
）

凹
掛
胃
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
形
は
こ
の
外
に
も
方
便
品
に
お
い
て
み
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
の
こ
と
は
且
寓
目
巨
富
一
が
「
信
ず
る
」

と
い
う
あ
り
方
よ
り
も
む
し
ろ
、
仏
の
教
え
に
よ
っ
て
到
達
し
得
た
心
の
状
態
を
表
現
す
る
意
の
方
が
強
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ

る
。
種
盈
な
信
解
鼠
己
践
ご
日
一
烏
建
と
い
う
言
葉
が
度
盈
語
ら
れ
る
の
も
、
旨
く
匙
寓
目
匡
胃
一
と
い
う
言
葉
が
示
さ
れ
る
の
も
、
そ
の

よ
う
な
状
態
で
あ
る
か
ら
可
能
な
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
信
解
品
の
中
に
は
数
多
く
の
且
冨
目
鼻
陣
に
関
す
る
説
示
を
見
る
こ
と

方
便
品
の
一
○
九
偶
で
は

我
以
二
智
慧
力
一
知
二
衆
生
性
埜

と
あ
り
、
こ
れ
を
梵
文
法
華
経
は

届
）

知
二
衆
生
性
欲
一
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（
的
）

が
出
来
る
が
、
そ
の
大
半
は
妙
正
法
華
経
に
よ
っ
て
「
楽
」
「
志
意
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
も
そ
こ
に
理
由
が
存
す
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
”
・
如
来
寿
量
品
に
お
け
る
唯
一
の
且
冨
目
巨
丙
陣
の
使
用
例
も
ま
た
妙
法
華
経
は
楽
小
法
と
し
、
正
法
華
経
は
不
信
楽
と
し
、

（
抑
）

梵
文
法
華
経
は
ロ
ｇ
匙
寓
目
巨
胃
一
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
信
解
で
法
華
経
が
説
示
す
る
も
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
必
ず
し
も
絶
対

な
境
地
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
信
野
画
呂
毒
倒
と
と
も
な
る
絶
対
な
信
解
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
和
）

し
か
し
随
喜
功
徳
品
は
胃
儲
圏
画
浄
信
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
信
と
信
解
に
は
全
く
言
及
し
て
お
ら
な
い
。
も
っ
と
も

法
師
功
徳
品
、
常
不
軽
菩
薩
品
、
如
来
神
力
品
等
も
信
と
信
解
に
は
言
及
し
て
い
な
い
で
、
常
不
軽
菩
薩
品
の
み
が
冒
画
脇
目
に
一
度

（
泥
）

だ
け
言
及
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
随
喜
功
徳
品
が
分
別
功
徳
品
を
う
け
つ
い
だ
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
信

・
信
解
に
関
説
し
な
い
の
は
不
自
然
に
思
わ
れ
る
。
信
・
信
解
の
な
い
随
喜
は
慢
心
に
つ
な
が
り
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
考
え
て
み

る
と
、
授
学
無
学
人
記
品
も
ま
た
信
・
信
解
に
言
及
し
て
い
な
い
の
で
、
随
喜
功
徳
品
は
そ
ち
ら
の
方
を
う
け
つ
い
だ
も
の
と
思
わ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
随
喜
が
慢
心
に
つ
な
が
る
恐
れ
あ
る
を
も
っ
て
、
法
師
品
は
一
心
に
と
い
う
言
葉
を
つ
け
加
え
た
の
で
は
な
か

こ
の
よ
う
な
信
と
信
解
の
あ
り
方
を
見
た
上
で
分
別
功
徳
品
の
一
念
信
解
を
見
る
時
、
そ
こ
で
吟
画
＆
園
と
且
冨
目
匡
胃
一
と
が
並

記
し
て
語
ら
れ
る
理
由
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
の
よ
う
な
信
・
信
解
を
ふ
ま
え
た
上
で
の
随
喜
と
い
う
も
の
が
、
本
来
求
め
ら
れ

る
随
喜
の
あ
り
方
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
分
別
功
徳
品
が
随
喜
と
並
列
し
て
信
解
を
語
り
、
更
に
信
に
も
言
及
し
て
い
る
の
も

そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

6
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ろ
う
か
。

〔
註
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嘗嘗曹一讐

（
１
）
坂
本
幸
男
『
法
華
経
下
』
（
岩
波
文
庫
）
の
解
説
、
４
４
０
等
。

（
２
）
右
番
３
５
１
、
右
番
の
岩
本
裕
訳
で
は
、
「
心
か
ら
帰
依
す
る
こ
と
の
福
徳
に
つ
い
て
の
解
説
」
松
涛
誠
廉
等
訳
「
法
華
経
Ⅱ
」
で
は
、
「
随
喜

の
福
徳
」

同
・
１
１
８

Ｋ
Ｎ
本
・
３
４
９

大
正
九
・
３
０
下

同
・
１
０
０

Ｋ
Ｎ
本
・
２
２
４

大
正
九
・
４
５
上

・
１
０
０

同
。
１
１
８
上

Ｋ
Ｎ
本
・
３
４
５
１
，
６

大
正
九
・
４
６
下
、
尚
こ
の
よ
う
な
説
示
は
、
こ
の
外
に
も
４
７
上
等
に
あ
る
。

同
・
１
１
８
中

大
正
九
・
４
６
中
下

大
正
九
・
４
５
中

同
・
１
１
７

Ｋ
Ｎ
本
・
３
３
８

・
１
１
７

同同同同
に
畔

れ
て
い
る
。

大
正
三
十
四
・
１
３
８
中

同
・
４
４
５
上

同
・
６
１
３
上

・
８
３
６
中

に
は
「
此
品
不
軍
値
自
生
一
随
喜
一
。

中 上

亦
教
勧
レ
人
」
と
あ
る
。
尚
、
『
法
華
義
疏
』
６
１
３
上
、
に
は
能
随
喜
と
所
随
喜
と
が
あ
る
と
せ
ら
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藤
田
宏
達
「
原
始
仏
教
に
お
け
る
信
の
形
態
」

布
施
浩
岳
『
法
華
経
成
立
史
』
３
９
以
降

鈴
木
宗
忠
『
法
華
仏
教
』
６
６
１
７
９

布
施
浩
岳
『
法
華
経
成
立
史
』
４
以
降

同
。
１
１
６

Ｋ
Ｎ
本
・
３
３
６

藤
田
宏
達
「
原
始

・
１
１
６

大
正
九
・
７
下

同
・
６
９
下

大
正
九
・
３
１
上
、
１
０
０
下
、
Ｋ
Ｎ
本
・
２
２
７

同
・
３
１
中
、
１
０
１
中
、
Ｋ
Ｎ
本
・
２
３
１

同
・
４
５
中
、
１
１
７
上
、
Ｋ
Ｎ
本
・
３
３
８

同
・
４
６
中
、
１
１
８
上
、
Ｋ
Ｎ
本
・
３
４
５

布
施
括
岳
『
法
華
経
成
立
史
』
１
１
０

拙
稿
「
信
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
棲
神
』
四
十
七
、
四
十
八
、
四
十
九
、
五
十
号
収
集
）

大
正
九
・
４
７
上

同
・
４
７
中

同
・
１
１
８

Ｋ
Ｎ
本
・
３
５
０

・
４
７
中

大
正
九
・
６
下

同
・
６
９

Ｋ
Ｎ
本
・
３
６

・
６
９

大
正
九
・
６
下

同
・
６
９
上

Ｋ
Ｎ
本
・
３
６

下、
く
下

・
１
１
８
中
４
下

下

（
『
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
六
号
）
９
４
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（
釦
）
大
正
九
・
６
下
「
諸
増
上
慢
者
聞
必
不
逮
信
」
大
正
九
・
６
９
中
「
仮
使
吾
説
易
得
之
誼
愚
凝
闇
塞
至
襖
慢
志
」
Ｋ
本
・
３
７

面
９
首
目
画
胃
響
冨
冨
冒
閏
口
惑
冨
闘
昌
己
錺
冨
号
胃
目
閉
目
恩
管
の
塁
昌
農
馨
」

〃
の
く
い
召
『
宮
口
画
唇
鱒
目

（
銅
）
大
正
九
・
７
上

（
帽
）
同
・
６
９
空

（
ぬ
）
Ｋ
Ｎ
本
・
３
９

同
。
６
９
中

（
銅
）
Ｋ
Ｎ
本
・
４
３

（
妬
）
大
正
九
・
７
下
「
仏
滅
度
後
。
如
レ
是
等
経
。
受
持
読
調
解
義
者
。
是
人
難
し
得
」
・
７
０
上
「
大
聖
滅
度
不
以
斯
行
。
令
受
持
説
方
等
頌
経
。
」

Ｋ
Ｎ
本
・
４
３
，
ｆ
４
４
「
ロ
脚
冨
蔚
醗
吋
冒
具
国
酔
留
鳥
房
冨
⑩
日
冒
冨
行
冨
切
昌
冒
の
四
ョ
亀
①
ｇ
国
昌
『
ぐ
『
蔚
冨
号
層
画
冨
の
蔚
私
日

●

●
●

由

〃
の
く
い
召
『
宮
口
画
唇
鱒
目
の
昌
悶
口
国
口
画
目
口
ゴ
欝
画
宍
画
く
働
旦
の
曾
澪
画
く
画
す
ず
脚
急
超
色
目
感
」

●

同
・
６
９
下

Ｋ
Ｎ
本
・
４
１
．
４
２

同
戸
・
６
８

Ｋ
Ｎ
本
・
３
２

大
正
九
・
７
中

大
正
九
・
‐
６
上

同
・
６
８
中
下

大
正
九
・
６
上

同
・
６
８

Ｋ
Ｎ
本
・
３
１

・
６
８

大
正
九
・
４
２
中

同
・
１
１
３
上

Ｋ
Ｎ
本
・
３
１
５

同
。
１
１
３
上

大
正
九
・
４
２
中

Ｋ
Ｎ
本
・
３
１
５上

（“）
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ｰｰｰｰ誉嘗警

大
正
九
・
９
中

Ｋ
Ｎ
本
・
５
４
、
尚
、
正
法
華
経
は
意
訳
で
「
為
二
人
中
王
一
興
二
発
黎
庶
一
安
穏
利
誼
種
々
音
声
億
百
千
雌
」
と
な
し
て
い
る
。
７
２
上

Ｋ
Ｎ
本
・
４
１
，
４
５
，
４
９
，
５
３
，
５
４
等

拙
稿
「
且
三
目
昌
昌
と
酔
興
段
冨
」
（
『
棲
神
四
八
号
』
参
）

大
正
九
・
４
２
下
、
１
１
３
下
、
Ｋ
Ｎ
本
・
３
１
８

大
正
九
・
４
７
上
中
、
１
１
８
下
、
１
１
９
上
、
Ｋ
Ｎ
本
・
３
５
１
，
３
５
２

大
正
九
、
５
０
下
、
１
２
３
上
、
Ｋ
Ｎ
本
・
３
７
８
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